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中庸の考え方
・足るを知る(自律的コントロール)
宥坐の器（ゆうざのき）：少しずつ器に水を注い
でいきます。たくさん入れ過ぎると回転してこぼ
れてしまうし、少ないと器を水平に保つことがで
きません。丁度、この器が水平になるとき、そ
れが『中庸』の状態なのです

http://coopers.seesaa.net/article/124569924.html

マネジメントの考え方
中庸（孔子）とバランス（J.Reason)の考え方から

安全性 安全ゾーン 生産性 バランスの考え方
・釣り合い(自律的コントロール)
ゴムの結び目：安全性圧力と生産性圧力のバ
ランスが取れている状態では事故は起こりにく
いのですが、通常、生産性に引っ張られやすく
なる。その場合には安全性圧力を高めて結び
目を安全ゾーンに導く、それが『バランス』状態

なのです J.Reason 2010



パフォーマンスの高い企業の共通点

・安全パフォーマンスが高い企業の共通点（安全優良企業）
・謙虚な姿勢 ・地道な実行 ・危険認識 ・現実的な目標設定 ・組織学習

・風通しの良い ・生産性とのバランス ・地域との連携 ・自己評価 ・安全文化

・日常的活動 （安全優良企業の共通点社会安全研究所2000）

・価値共有 ・潜在リスクの探索 ・訓練の徹底 ・経営層の参画 ・柔軟な管理

・自律的活動 ・協力・協調 （安全文化の醸成戦略 高野ら 1996）

・企業パフォーマンスの高い企業の共通点（優秀企業）

・トップの理念 ・組織力強化 ・ビジネスモデルの差別化 ・組織戦略の共有

・外部資源の活用 ・販売戦略 （小さくてもいちばんの会社 坂本光司 2012）

・経営陣のコミットメント ・自律的な試行錯誤 ・潜在的リスクの認知 ・危機を生かす力

・世の中のためという理念 （日本の優秀企業の研究 新原2006）



化学産業における安全性と安全活動



安全に関する要因と安全意識の関係



組織の安全文化

※8軸は隣接する軸同士の関連が深いが、他の軸とも密接に係わっている。※8軸は隣接する軸同士の関連が深いが、他の軸とも密接に係わっている。
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安全文化とは何か？
ー8軸からなる主要な構成要素ー

安全文化とは何か？
ー8軸からなる主要な構成要素ー
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安全文化醸成システムの全体像

データ
蓄積

産業・業種別

調査データ

安全文化醸成
戦略・創造策実行

診断基準
データ

比較・分析・評価

安全施策
データベース

産業・業種別

訪問調査データ
インタビュー調査
問題点具体化

比較・分析

安全文化診断システム 安全文化創造システム

[データ収集]
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意識調査の項目
ーアンケート調査項目 全108項目（例：組織統制）-

意識調査の項目
ーアンケート調査項目 全108項目（例：組織統制）-
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診断事業所

全
設
問
（８
軸
別
）

ー技術系企業（55社）の安全文化診断の適用から

安全文化診断結果 Ⅰ安全文化診断結果 Ⅰ



ー技術系企業の安全文化診断の適用から

安全文化診断結果 Ⅱ安全文化診断結果 Ⅱ
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安全文化診断結果と労災発生率の関連

全労災の労働災害発生率（件/千人/年）
と安全文化診断結果の関連

死亡災害の労働災害発生率（件/千人/年）
と安全文化診断結果の関連
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提案の掲示

危険箇所

危険だと
思った理由

賛同者の
署名



危険告知看板 例

（2008年電気関係セミナー資料より）



潜在的危険要因 改善箇所ハザードマップ
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過去事例による禁止行為の徹底



トップダウン型アプローチ

・現場での対話活動（本音トーク）
・現場の問題への鋭敏な対応
・安全の価値の強調
・全社安全活動のコンクールと称揚

ボトムアップ型アプローチ

・危険予知（KY)、TBM等の地道な活動継続
・相互注意、声かけ、挨拶運動など風土形成
・小集団活動による提案
・現場の小さなリスク情報共有と排除

融 合


